十一月中旬東京に於ける大東亞文學者大會に於いて爲せる朝鮮側の發言集

　「大東亞精神の樹立」に就いて

香山光郎（舊名　李光洙）
　大東亞精神は眞理そのものでなければならず、國際聯盟が作り上げるやうな人爲的のものではならないと存じます。私達はこの大東亞精神を、こゝで樹立するのではなく、發見するのだと考へます。この大東亞精神は最も判り易く申しますと、その基調を爲し眞髓を爲すのは、己を捨てる精神だと思ひます。この言葉を儒教では仁と申し佛教では慈悲と申してゐます。日本では清明心――御仁慈とも申してゐます。この己を捨てる心こそは、西洋思想と正反對の思想で、最も適例はローマ思想と日本思想の違ひにあります。ローマ思想は己を追求する思想であつて、權利思想が發達したが、日本精神には、權利などはない。個人といふものがないからです。この精神は日本ばかりでなく、廣く東亞諸民族間の思想の基調になつてゐる精神です。ところが數十年來歐米思想が移入され多數の東亞人は、この祖先傳來の貴重な精神を脱[ぎ]去らふと懸命の努力を續けて來ました。そして歐米人の利己主義の思想をならつたのです。歐米人は東亞人にその利己主義を植ゑつけて、どんな利益を得たか。それは東亞民族を互に相反目させ分離せしめて、その間にまんまと漁夫の利を占めました。利己主義は單に東亞で眞理でないばかりでなく、人類の住む全世界どこへ行つても眞理ではありません。人間の行くべき本當の道は、己を捨てる道であると信じます。然らば東亞の仁義の思想は亡びたか。さうではありません。この思想は、西洋思想の風靡にも拘らず、ちやんと保存され、實行せられてゐました。それは日本であります。全世界に慈悲を説いた聖者は、釈迦であり、孔子であります。しかしこの慈悲を本當に行せられた方は、天皇御一人を除いて他にないと私は信じてゐます。日本人はこの天皇が慈悲を行せられることに力を捧げて翼賛し奉ることが建前であります。それが日本人の生活の目標だと信じます。だから日本人には、個人主義はない。個人の人生目標はない。人生目標をもつてをられる方は、たゞ天皇御一人あらせられるのみであります。日本人はかく信ずるために、自己を完全に滅してゐます。これが釈迦の空寂に通じ、孔子の思想の極地と信じます。
 自己の總てを天皇に捧げまつることを日本精神といふのであります。また 天皇におかせられて慈悲を行はせ給ふことを皇道と申すのであります。大君におかせられては皇道、われわれ臣民においては、これが臣道であります。自分を捧げ、自分を捨てるこの精神こそは、人類の生きる道の中で、最も氣高い、また最も完全な眞理に近い道であると存じます。何故ならばわれわれの目標、日本人としてのわれわれの目標は、米英のやうに國の強大を計るのでなく、この世界人類を完全に救ふにある。それは歴史を通じて□らないことです。そしてこの目的の達成がわれわれの目的であるが、その目的を達成するのは、われわれ個人ではなしに 天皇でもあらせられる。われわれはこの 天皇を翼賛申し上げながら死ぬものである。私はこの自分を完全に捨て、自分を總べて捧げるといふ精神こそは、大東亞精神の基本でなければならないと存じます。此處は國際的の會場でして、私の申上げることが、或は國際儀禮に悖るやうな點があるかも知れません。しかし今は國際儀禮を云々する時期ではないと存じます。今は戰爭中であります。（拍手）ここに集つてゐるものは文學者であります。良心に生きる文學者が、區々たる末節に拘泥するやうでは眞の文學者とは申されません。終りに臨み私は一言附け加へます。それは如何にこの精神が立派であつても、これを空中に顯現する譯には行かない。この立派な、自己を完全の捨てる精神を顯現するには、國土と民衆が必要であります。その國土は即ちアジアであり、その民衆が即ち十億の諸民族と存じます。このアジアの國土を確保し、十億の民衆を一つに纏めるには、どうしてもこの戰爭に打勝たねばならない。だから中華民國や滿洲國の方、またこゝにゐられないアジア諸民族の方々も、まづこの戰爭に勝つやうに一つにならうではありませんか。そしてこの美しい精神を東亞に顯現し、非常に住みよい極樂のやうなアジアを建設しようではありませんか。（拍手）
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